
戦後復興のためスクラップアンドビルドで都市を更新した。建設業を初
めとする多くの業界を活性化し、日本の経済の下支えをした。

01-1　都市更新の現状
背景

しかし、現代において大量生産・大量消費的な経済循環は限界を迎えている。
今まさに、都市の更新手法の転換を行う必要がある。

背景

01-1　都市更新の現状 01-2　現在の都市更新手法の問題点
問題

そもそも人口が減少した理由は、住民のまちへの愛着が失われている現状があるからなの
ではないかと考えた。
そしてその原因は地場産業の衰退であり、町から稼ぎに外へ出る人々が増えたことでその
まちに住む必然性が薄れ、住民の生活と町の活動の間に隔たりを生むこととなった。
そしてまちへの愛着が失われるという結果に至ったと考えられる。

木造密集地域 高層ビル・タワマン

更新

住民のまちへの愛着の喪失

地場産業の衰退によるこのまちに住む必然性の喪失
根本的な問題を
解決するような
仕組みが必要

 デジタルファブリケーションツール DIY・セルフビルド

住民主体の更新によって

まちへの愛着の創出する

完成した家具 3Dプリンター CNCルーター

組み立てる

自分で作ったものに愛着を感じやすい デジファブはものづくりの幅を広げる

下町が家屋の老朽化によって次々とタワマンに建て替えられる光景を目
の当たりにし、それによって作られるアンバランスな風景に違和感を抱
いたことが卒業設計を考えるきっかけとなった。

00-1　卒業設計を考えるきっかけ
全体像

建築家による完璧な計画ではなく、余白を残した設計をすることで、
使い手の創造性を誘発し、使いこなしながら地域性を獲得する建築を
造る。

00-2　余白を残した建築計画の可能性
全体像

計画され尽くした建築 余白を残した建築

こんな部屋があったらいいな

屋根がほしいな

半屋外として使うのもいいな

屋上庭園にしたいな

露天風呂を作ってみようかな

5. セルフビルドするくらしの広まり

1. 舟による木材の運搬

2. デジファブを活用した住民主体の更新

3. まちの核となる公園
4. 住みこなされる集合住宅

時代に漂う ～変化を許容するまちの更新手法の提案～

まちの更新手法に問題を抱えている敷地として東京都中央区佃島を敷地とする。
佃島は空襲を免れたことで近代以前と近代以降の建築物が並列する貴重な東京の下町だ。
江戸時代に埋め立てられ、人が移住してきたことがこの町の起源である。

現在

03　下町情緒の残るまち「東京都中央区 佃」

敷地

02-1　ものに愛着を感じる心理
提案
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04-1　佃島概要 04-2　佃島の現状

04-3　佃島概要

江戸 明治 大正 昭和 平成

佃島・月島の歴史

1947

住吉神社、佃氏子中の名称を「佃住吉講」に変更

1963

19861646

住吉神社が創建される

摂津国西成郡佃村（現在の大阪市

西淀川区）にあった住吉神社から

分社して現在地に遷座した。

本殿は江戸城、そして摂津国の方

向を向いて建てられている。

1805

佃島の東方の沼地を

埋め立て網干潟を作る

1830

葛飾北斎が富嶽三六景にて「武陽佃島」描く

1837

住吉神社八角神輿が造られる

1887

佃島砲台撤去

佃島砲台撤去

1887 年

1892

月島 1号地埋め立て完了

現：月島１～４丁目

1894

月島 2号地埋め立て完了

現：勝どき１～４丁目

1896

新佃島埋め立て完了

現：佃２～ 3丁目

1913

月島 3号地埋め立て完了

現：勝どき５・6丁目

1931

月島 4号地埋め立て完了

現：晴海 1～ 5丁目

1923

関東大震災　

佃島は奇跡的に被害を免れる

1726 年　分間江戸大絵図

寛永年間

(1624 ～ 1644)

漁民たちの武家地内の居住を禁止される

漁民たちは武家地に仮住まいをしながら漁を行ってたが、寛

永年間（1624～1644）に武家地内へ町人の居住が禁止され

た。

1644

干潟を島として築き立て佃島と命名する

石川氏の拝領した隅田川河口の島（石川島）の南続きの干潟

およそ 8550 坪を拝領し、築き立てを行なった。正保元年

（1644）2月に完成し、本国佃村の名にちなんで「佃島」と

命名し、ここに移り住んだ。

築き立て間もない慶安 2年（1649）の佃島には戸数８０軒、

160 余名漁民が居住していた。

慶長年間

(1596 ～ 1615)

摂津国佃村の名主と漁師が江戸へ下る
慶長年間（1596～1615）には摂津国西成群佃村・大和

田村の名主・森孫右衛門が安藤対馬守により江戸におけ

る将軍の御菜御用の命を受け、一族 7人と佃村・大和田

村の漁民 33名とともに江戸へ下った。

1645

佃渡し舟開始

天正年間

(1573 ～ 1592)

摂津国佃村の漁師と徳川家康が関わる

摂津国西成郡佃村・大和田村の漁民と徳川家康との縁

は、天正年間（1573～1592）に遡る。徳川家康が京

へ上がる際に神崎川へ舟を出したことがきっかけで、

御菜魚の納入や船による西国への使いを務めるように

なった。

1830

石川島の東南を埋め立て

石川島の石川氏屋敷南東に自然にで

きた半陸地を埋め立て

1859

つくだに丸久創業

1836

佃煮屋「天安」創業

1843

佃煮屋「田中」創業

1854

佃島砲台築造

佃島の南に外国船の渡来に対処するための海防施設

「砲台」が作られた。

江戸防衛・海防策の一環で砲台が築造されたのは、

1853 年６月にアメリカ東インド艦隊司令官ぺりーが

４隻の軍艦を率いて浦賀に来航し、日本の開国・貿

易港の開口などを求めた出来事が契機だった。

東京湾の汚染が進む中、神輿の海中渡御と舟渡渡御が廃止される

1964 年

佃大橋が架けられる。佃渡し舟を廃止

1978

石川造船所跡地に「大川端地区再開発」が推進

1976

佃島盆踊りが東京都指定無形民俗文化財に選ばれる

大川端リバーシティ 21の建設開始

ウォーターフロントの火付け役となった再開発プロジェクトで

ある。

新しい都市開発のコンセプトを提唱するとともに、超高層住宅

という新たな住宅のあり方を提案し、水辺における都心居住と

いう新しいライフスタイルのモデルとなるプロジェクトを実現

した。

都営地下鉄大江戸線「月島」駅開業

1988

東京メトロ有楽町線「月島」駅の開業

地下鉄駅の開業に伴い、銀座方面への交通アクセスが大幅

に改善した。そのことによって佃・月島エリアがベッドタ

ウンとしての人気が高まった。

1849 年 1936 年 1945 ～ 1950 年 1974 ～ 1978 年 2007

　敷地は、東京都中央区佃 5丁目、6丁目にあたる木造密集地

域であり、江戸からの古い町割りの名残として狭い路地が残る

貴重なエリアである。町の中心には船溜まりがあり、町の至る

所に手押しの井戸が残されている。

　古い町並みや文化が守られているこの町で、住民たちの力を

借り、魅力を継承しながら町を更新する手法の提案をする。

佃・月島エリアは地下鉄月島駅が新設されたことを皮切り

に、都心へ通う人々の居住エリアとしての需要が高まり、

タワーマンションの開発が次々と行われた。下町の木密地

域は不燃化や居住環境の改善と言った名目によって次々と

壊されている。

正保 2年（1645 年）、佃島と対岸を結ぶ渡船の運航が始まり、

約 300 年以上に渡り人々の生活を支える交通機関として賑わい

をみせていました。昭和 2年（1927 年）、手漕ぎ渡船を廃止し、

無料曳船渡船を開始したことを記念して石碑が建立されまし

た。隅田川流域では最後の渡船だったといわれています。

・佃島と対岸を結ぶ、隅田川最後の渡船跡地

佃例大祭

　佃島内にある住吉神社では３年に一度例大祭が行われる。

　まつりの時期が近くなるとまちはまつりの準備で慌ただしくなる。
大幟

　例大祭の期間のみ建てられる大幟は住民が協力し合って設営を行う。

　幟旗の柱は祭り以外の時間は船溜まりの泥の中に埋めて保存されている。

泥にうめることで木が腐らないのだという。泥に埋めていることで、今でも

江戸時代から 200 年以上使い続けている柱もある。

敷地 敷地

敷地

04-4　江戸時代から続く佃・月島エリア最大の祭り　
敷地
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05　佃島に建つ家屋の外観調査
敷地調査

建築年代の分類
第Ⅰ期　戦前　
第Ⅱ期　戦後～高度経済成長期
第Ⅲ期　～オイルショック　　
第Ⅳ期　～現在

調査項目

　・用途

　・階数　

　・大まかな建築年代

　・アソビの使いこなし

:Ⅱ期 (戦後～高度経済成長期 )

:Ⅲ期 ( 高度経済成長期～オイルショック ) :Ⅳ期 ( ～現在 )

: 空き地 : 裏路地

:Ⅰ期 ( ～第 2次世界大戦 )

推定建築年代

Ｎ Ｎ

: 裏路地

: 公共施設 : 神社 : 店舗兼住居: 家屋

プログラム

:店舗

老朽化度合いマップ プログラムマップ

アソビ

アソビ

アソビ住民の住みこなしは敷地の狭い住宅密集エリ

アだからこそ、少しでも空間を有効活用しよ

うとする時に現れる独特の風景がある。

このような風景は狭い路地を挟んで住むこの

地域ならではの風景と言える。

06-1　住民の住みこなしの現れる空間
敷地分析

敷地分析

06-2　まちのアソビ」を作ることの有用性

プログラムは基本的に既存のものを継承
しながら新たな要素としてデジタルファ
ブリケーションツールを備えるファブを
挿入し、セルフビルドによる町の更新を
促す。

公共的空間 私有的空間

07　更新計画の全体像
計画

 敷地選定 

 プログラム選定 

 更新計画 
Phase1

既存プログラム 新たなプログラム「ファブ」

Phase2 Phase3
・計画地の既存家屋の老朽化度合いを調査する。

・調査結果をもとに老朽化の進んだ家屋から

順に更新を行う。

・計画地は既存プログラムを元に

公共的性格を持つ場所と私有的性格をもつ場所

の 2か所を選定する。

・2つの計画地が掛け合わさることで新たなま

ちの更新システムを構築する。

　建築物に使い手の創造性を誘発する空間を作る。ここでは、その空間

をまちのアソビと呼ぶ。

　まちのアソビを残すように建築することで、住民たちによって使いこ

なされながら地域性を獲得することのできる建築を提案することで変化

を許容するまちの更新手法を実現できると考えられる。

20.
　用途：住居
　階数：2階建て
　推定建築年代：Ⅰ期

アソビの使いこなし
　・植木鉢
　・バルコニー
　・庇
　memo
　明治期からこの地に建つ歴史ある出桁造
りの住宅。正面の戸から入ると広い土間と
内井戸がある。住民に聞くところによると
、かつてこの土間には漁で使う舟がしまわ
れていたらしい。

31.
　用途：住居
　階数：平屋
　推定建築年代：Ⅱ期

アソビの使いこなし
　・植木鉢
　・庇
　memo
　設備関連の事務所。午前中に訪れると従
業員やオーナー夫婦と見られる高齢の男女
が植木鉢に水をやったり、雑談をしたりし
ている。路地側には小さな庇が出て、仕事
道具であろうはしごなどが設置されている
。

42.
　用途：住居
　階数：3階建て
　推定建築年代：Ⅰ期

アソビの使いこなし
　・2階の増築部分のせり
　　出し
　・煙突

　
memo
　非常に入り組んだ構成で長い年月使いこ
なされていくことでこの外観が作られたと
おもうととても感慨深い。2階のボリューム
がどのような機能をもっているのかは引き
続き調査する価値があると感じた。
　外壁の仕上げ木材、トタン、塗り仕上げ
といった多様であることも魅力を生み出し
ている

129.
　用途：住居
　階数：2階建て
　推定建築年代：Ⅲ期

アソビの使いこなし
　・ベンチ
　
memo
　比較的新しい住宅だが、軒に梁
が出ている意匠によって伝統を継
承している。表の開口が大きく、
その前にベンチが置かれているこ
とも佃島らしいと言える。

53.
　用途：住居(改修中)
　階数：2階建て
　推定建築年代：Ⅱ期

アソビの使いこなし
　・なし
　
memo
　明治時代よりこの地に立ち続ける
家屋。老朽化により、更新作業の真
っ最中。壊して新しくするのではな
く、前の家の使える部分を使いなが
ら更新していくのが素晴らしい。解
体、修繕の風景がまちの代謝を示す
ランドマークになりそう。

57.
　用途：住居
　階数：2階建て
　推定建築年代：Ⅲ期

アソビの使いこなし
　・バルコニー
　
memo
　56の家屋と同じく、違和感のある
瓦屋根が特徴。推測ではあるが、建
て替える前の町屋の時の屋根を継承
している可能性がある。

調査一覧（抜粋）



計画地 1「町の更新の核となる新たな公園」
建築時期2023 年～

釣り船屋

ファブ
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屋根と建築を切り離す

建築する

公園にする

自分で作る

ダイアグラム

銭湯 釣り船屋

飲食店 集合住宅

既存プログラム
新たなプログラム「ファブ」



計画地 2「建築と解体の並列する集合住宅」
建築時期2025 年～

計画地 2俯瞰パース
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セルフビルドによって

　　住みこなす集合住宅

新たなプログラム

戸建て住宅の空き家が進み、一部空き地がある。

まちの代謝が滞り、活力を失っている。

既存の 1住戸 1世帯を解体し、集合住宅のとする必要がある。

フェーズ 1 フェーズ 2 フェーズ 3
既存家屋の老朽化度合いの調査 老朽化の進んでいる家屋から

解体し、フレームを建築する
住民の住みこなしによって
独特の造形が生まれ、まち
の新たな情景を作り出す

計画ダイアグラム
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